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（甲Ｃ39-1 長崎県広報誌「つたえる県ながさき」第30号（平成30年10月号））（甲Ｃ39-1 長崎県「つたえる県ながさき」第30号（平成30年10月号））



1997年改正の河川法

河川整備基本方針

河川整備の長期的な目標を定める。

河川整備計画

今後30年間に行う河川整備の事業計画を定める。

治水安全度の目標は基本方針の長期的な目標の範囲

で定める。

河川整備基本方針と河川整備計画
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川棚川水系河川整備基本方針（平成１７年１１月策定）

治水対策の計画規模 １/１００ (１００年に一度の大雨）

川棚川水系河川整備計画（平成２０年１０月策定）

治水対策の計画規模

石木川合流点より下流の川棚川流域
１/１００ （１００年に一度の大雨）

石木川合流点より上流の川棚川流域
１/３０ (３０年に一度の大雨）

石木ダムの建設と河道整備により達成

（甲Ｃ３２「治水面から見た石木ダムに関する意見書」） 4



5（甲Ｃ３２「治水面から見た石木ダムに関する意見書」別紙１） 5



（甲Ｃ３２「治水面から見た石木ダムに関する
意見書」別紙２）

別紙２ 川棚川ハザードマップ
（川棚町）

石木川
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（甲Ｃ39-2 長崎県「川棚川河川総合開発事業（施設名：石木ダム）の検証に係る検討結果報告書 補足資料」

（平成24年4月））



8（甲Ｃ３３「治水面から見た石木ダムに関する意見書」資料１９）



99（甲Ｃ３２「治水面から見た石木ダムに関する意見書」）



10（甲Ｃ３２「治水面から見た石木ダムに関する意見書」）



11（甲Ｃ３２「治水面から見た石木ダムに関する意見書」）
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（甲Ｃ３３「治水面から見た石木
ダムに関する意見書」資料１）
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（甲Ｃ３２「治水面から見た石木ダム
に関する意見書」別紙１）



14（甲Ｃ３２「治水面から見た石木ダムに関する意見書」）
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（甲Ｃ３３「治水面から見た石木ダムに関する意見書」資料２）



上記の対象地域において石木ダム完成後に

１／１００洪水で氾濫する可能性が高い地域

○ 川棚川下流部の公共下水道計画区域

１/１Ｏ降雨の計画対象区域

○ 川棚川最下流部(港湾管理者の管理区間)

川棚大橋より下流１kmの区間

(堤防整備時期が未定の区間)

川棚川流域における石木ダムの対象地域

７．１４㎢（川棚川流域の８．８％）
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17（甲Ｃ３３「治水面から見た石木ダムに関する意見書」資料３）
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（甲Ｃ３２「治水面から見た石木ダムに関する意見書」）



19（甲Ｃ３２「治水面から見た石木ダムに関する意見書」別紙６）
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（甲Ｃ39-3 長崎県「川棚川河川総合開発事業（施設名：石木ダム）の検証に係る検討結果報告書（平成23年7月））

現況河道の流下能力図
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（甲Ｃ３２「治水面から見た石木ダムに関する意見書」）
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（甲Ｃ３２「治水面から見た石木ダムに関する意見書」）
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原始河道横断面図の川幅を1975年空中写真で検証

図４ 距離標を書き込んだ 1975年

川棚川中流 拡大空中写真

（甲Ｃ３０ 原始河道川幅の検証）

1975年空中

写真

左右堤防間

1975年空中

写真上の実

川幅

原始河道

横断面図

読み(mm)
左読み×

200/70.0(m)
川幅 (m) 差 (m) 倍率

3.0 20.2 58 36 22 1.6倍

3.1 19.2 55 35 20 1.6倍

3.2 19.2 55 39 16 1.4倍

3.3 19.2 55 31 24 1.8倍

3.4 21.2 61 28 33 2.2倍

距離標

1975年空中写真と

1975年原始河道横

断面図の川幅



原始河道横断面図の川幅を
1975年空中写真で検証

（甲Ｃ３０ 原始河道川幅の検証）
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原始河道の横断面図



（甲Ｃ３２「治水面から見た石木ダムに関する意見書」別紙４） 25
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27（甲Ｃ３２「治水面から見た石木ダムに関する意見書」）



雨量相関図（出典：資料８ Ⅱ-13頁）

（甲Ｃ３２「治水面から見た石木ダムに関する意見書」） 28

川棚川流域の毎時雨量の求め方

１９７８年までは川棚川流域内
には毎時の雨量を測る観測所が
なかったので、佐世保観測所の
毎時の雨量観測値から、川棚川
流域の２４時間雨量や３時間雨
量を求めている。

川棚川流域の時間雨量
＝佐世保観測所の時間雨量
×0.94

相関係数 0.73
決定係数 相関係数の二乗

0.73×0.73＝0.53



決定係数のイメージ

決定係数＝相関係数の二乗

決定係数は，予測式（回帰式，回帰モデル）の精度を表す値です。例えば，

左側の図では，予測式がデータにうまく当てはまっているので，決定係数が

大きくなります（決定係数が 1 に近くなります）。

右側の図では，予測式でデータをあまり説明できていないので，決定係数は

小さくなります（決定係数が 0 に近くなります）。

（「高校数学の美しい物語」より）
29



30
（甲Ｃ３２「治水面から見た石木ダムに関する意見書」）

川棚川流域には上波佐見と川棚に日雨量観測所があった。



昭和23年9月 日雨量 9時～9時（佐世保は6時～6時） （単位 ｍｍ）

A  川棚 B  上波佐見 D 佐世保
E 佐世保24時間

最大

9月10日 28.5 0.0 25.2

9月11日 220.0 236.0 402.1

9月10～11日 248.5 236.0 427.3 408.7

佐世保 時間雨量 （単位 ｍｍ）

9月10日 9月11日 9月12日
 22時～6時 0 21.6 207.3
 6時～12時 3.6 6.1 10.7
 12時～14時 0 5.5 0
 14時～18時 0 29.1 0
18時～22時 0 154.1 0

6時～6時 25.2 402.1
12時～12時 27.7 406.7

C 川棚川流域
（川棚と上波佐見の平均）

14.3

228.0

242.3

F C／D
（川棚川流域／佐世保）

0.57

0.57

0.57

表３ 昭和２３年９月洪水の雨量（出典：長崎地方気象台「区内気象観測月原簿」（資料１０）

昭和２３年９月洪水

川棚川流域の２４時間最大雨量は

佐世保観測所の雨量×０．９４

よりかなり小さい。

31
（甲Ｃ３２「治水面から見た石木ダムに関する意見書」）
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昭和２３年９月洪水

川棚川流域の２４時間最大雨量の正しい推定値

佐世保観測所の雨量×０．５７

＝４０８．７ｍｍ×０．５７

＝２３３ｍｍ

１/８０の３８４．２ｍｍ（表２）よりはるかに小さい。

表２では平成２年７月洪水の２４時間最大雨量３４８．２ｍｍ

が１/４５であるから、

昭和２３年９月洪水の実際の２４時間最大雨量は１/５０を大き

く下回る。

（甲Ｃ３２「治水面から見た石木ダムに関する意見書」）



基本高水流量１４００㎥／秒（山道橋）の計算手順

①１／１ＯＯの計画雨量

川棚川流域の雨量データ(1978年までは佐世保雨量からの推定値）につ

いて統計計算を行い、１／１ＯＯの２４時間雨量４００㎜、 １／１００の３

時間雨量２０３㎜を計算。

②過去の洪水の引き伸ばし計算

過去の複数の洪水それぞれについて１／１ＯＯの２４時間雨量および３

時間雨量が降った時の洪水流量を洪水流出モデルで計算し、１／1ＯＯ

の洪水ピーク流量を計算。

③基本高水流量の選択

過去の複数の洪水の引き伸ばし計算結果から最大値を選択。

→ 基本高水流量 １４００㎥／秒（山道橋）

（甲Ｃ３２「治水面から見た石木ダムに関する意見書」） 33



34（甲Ｃ39-4 長崎県「石木ダム計画検討業務委託報告書（河川整備基本方針）（平成17年3月））
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（甲Ｃ３３「治水面から見た石木ダムに関する意見書」資料８）



36（甲Ｃ３２「治水面から見た石木ダムに関する意見書」）



1時 -- 13時 0.0 1時 3.0 13時 124.9 1時 --
2時 -- 14時 0.2 2時 0.8 14時 34.5 2時 --
3時 -- 15時 1.0 3時 0.5 15時 0.0 3時 --
4時 0.3 16時 0.4 4時 2.2 16時 -- 4時 0
5時 1.0 17時 0.0 5時 3.5 17時 -- 5時 0
6時 2.0 18時 0.5 6時 1.9 18時 -- 6時 0
7時 23.5 19時 0.1 7時 4.8 19時 -- 7時 0.1
8時 41.0 20時 0.0 8時 9.7 20時 -- 8時 --
9時 7.9 21時 0.0 9時 2.3 21時 -- 9時 --
10時 22.4 22時 0.3 10時 9.8 22時 -- 10時 --
11時 14.3 23時 2.0 11時 7.0 23時 -- 11時 --
12時 0.2 24時 3.2 12時 26.4 24時 -- 12時 --

7月9日の日雨量の範囲7月8日の日雨量の範囲

7月8日 7月9日
佐世保 時間雨量 （単位 ｍｍ）

は24時間最大雨量の範囲を示す。(８日分３３．９㎜、９日分２０４．９ｍｍ）

7月10日

昭和４２年７月洪水の佐世保の２４時間最大雨量のうち、８６％は７月９日、

１４％ が７月８日。

表５ 昭和４２年７月洪水の雨量（出典：長崎地方気象台「区内気象観測月原簿」（資料１３）、

気象庁「過去の気象データ」（資料１４））

昭和４２年７月洪水の雨量の実際

（甲Ｃ３２「治水面から見た石木ダムに関する意見書」） 37



表５ 昭和４２年７月洪水の雨量（出典：長崎地方気象台「区内気象観測月原簿」（資料１３）、

気象庁「過去の気象データ」（資料１４））

昭和42年7月

A  川棚 B  上波佐見 D 佐世保
E 佐世保24時間

最大
7月8日 123.0 128.0 76.0
7月9日 76.0 142.0 204.0

7月8～9日 199.0 270.0 280.0 238.8

（単位 ｍｍ）日雨量（9時～9時）

C 川棚川流域
（川棚と上波佐見の平均）

125.5
109.0
234.5

F C／D
（川棚川流域／佐世保）

1.65
0.53
0.84

佐世保雨量観測所と川棚川流域は雨の降り方が大きく異なり、７月９日の

川棚川流域の雨量は佐世保観測所の０．５３倍

石木ダム予定地に近い川棚観測所の７月９日雨量は佐世保観測所の０．３７倍

7月8日
7月9日

7月8～9日

Ａ／D （川棚観測所／
佐世保観測所）

1.62
0.37
0.71

昭和４２年７月洪水の雨量の実際

（甲Ｃ３２「治水面から見た石木ダムに関する意見書」） 38



〇 川棚川流域の２４時間最大雨量の正しい推定値

佐世保の２４時間最大雨量を日雨量の7月８日と９日の時間帯に分けると、

７月８日33. 9mm､９日204. 9mm

８日と９日の日雨量の川棚川流域／佐世保(表５のＦ)をそれぞれに乗じて

合計すると、

川棚川流域の２４時間最大雨量の推定値は

33. 9mm×0.65 + 204. 9mm×0. 53＝165mm

〇 佐世保２４時間最大雨量237mm X 0.94から求めた

長崎県によるS42.7.9洪水の２４時間最大雨量 222. 8mmより

実際の川棚川流域の２４時間最大雨量はかなり小さい。

〇 S42.7.9洪水の引き伸ばし率 400ｍｍ÷165ｍｍ＝2.42倍

２倍を大き<超えるので､S42.7.9洪水は棄却対象になる。

（甲Ｃ３２「治水面から見た石木ダムに関する意見書」）

昭和４２年７月洪水の雨量の実際
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河道整備対応流量 1130㎥／秒(山道橋)を下回っている。

40（甲Ｃ３２「治水面から見た石木ダムに関する意見書」）



41
（甲Ｃ３２「治水面から見た石木ダムに関する意見書」資料８）

川棚川治水計画

石木ダムによる洪水調節計画
(S42.7.9洪水の引き伸ばし
計算)

S42.7.9洪水は棄却対象

S42.7.9洪水は石木ダム
集水域の雨量が少なかった。

この洪水調節計画は昭和
42年7月洪水を反映してお
らず、現実的な裏付けが
ない。



（甲Ｃ３２「治水面から見た石木ダムに関する意見書」） 42



43（甲Ｃ３２「治水面から見た石木ダムに関する意見書」）



4444（甲Ｃ３２「治水面から見た石木ダムに関する意見書」）

図４
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（甲Ｃ３２「治水面から見た石木ダムに関する意見書」）



46
（甲Ｃ３４「石木ダムの費用便益比計算に関する意見書」）



石木ダムの容量（長崎県のＨＰより）

不特定（利水）容量：「流水の正常な機能の維持」の容量

47

長崎県は石木ダムの｢洪水調節｣と｢不特定容量｣について費用便益比
を計算



（国土交通省 第6回 河川事業の評価手法に関する研究会（平成30年2月9日）資料4） 4848
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便益（百万円）
現在価値化後の便益

（百万円）
現在価値化による数

字の変化率

洪水調節ダム便益 35,027 11,436 0.33

不特定便益 15,987 21,517 1.35

残存価値 1,244

Ｂ　便益計 34,197

費用（百万円）
現在価値化後の費用

（百万円）
現在価値化による数

字の変化率

ダム建設費 18,525 25,758 1.39

維持管理費 4,630 1,512 0.33

Ｃ　費用計 27,270

B／C 1.25

長崎県による石木ダム建設事業の費用便益比の計算(平成27年度）表１

石木ダムの費用便益比 B／C １．２５ ＞ 1

（「石木ダムの費用便益比計算に関する意見書」より）（甲Ｃ３４「石木ダムの費用便益比計算に関する意見書」）



石木ダムの費用便益比の計算手順

〇 便益の計算

洪水調節ダム便益、不特定便益、残存価値の三つを積算。

不特定便益：不特定利水（流水の正常な機能の維持）の便益

〇 費用の計算

ダム建設費と維持管理費を積算。

〇 現在価値化の計算

各便益と各費用について現在価値化の計算。

〇 費用便益比の計算

現在価値化後の便益の合計を現在価値化後の費用の合計で割る。

50（甲Ｃ３４「石木ダムの費用便益比計算に関する意見書」）
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（甲Ｃ３４「石木ダムの費用便益比計算に関する意見書」）



52（甲Ｃ３４「石木ダムの費用便益比計算に関する意見書」）



53（甲Ｃ３４「石木ダムの費用便益比計算に関する意見書」）



54（甲Ｃ３４「石木ダムの費用便益比計算に関する意見書」）
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（甲Ｃ３４「石木ダムの費用便益比計算に関する意見書」）



川棚川本川における石木ダムの洪水調節便益

石木ダム全体の費用便益比（Ｂ／Ｃ）1.25の内訳

洪水調節ダム便益 0.42

川棚川（河口～石木川合流点)   0.12
石木川 0.30

石木ダムの主目的は
川棚川本川下流部を氾濫から守ることであるはずだが、
その分の洪水調節の費用便益比はわずか0.12

石木ダムの洪水調節分のＢ／Ｃが１を大き<下回る理由
ダムよりも河道整備の効果が大きい。

（甲Ｃ３４「石木ダムの費用便益比計算に関する意見書」） 56
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（甲Ｃ３４「石木ダムの費用便益比計算に関する意見書」）
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（甲Ｃ３４「石木ダムの費用便益比計算に関する意見書」）
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（甲Ｃ３４「石木ダムの費用便益比計算に関する意見書」）

平取ダム建設費のうち､不特

定利水容量分の建設費

容量比から比例計算

520億円×1760万㎥÷4580

万㎥＝200億円

不特定利水容量の身替りダ

ム建設費 320億円

59
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（甲Ｃ３４「石木ダムの費用便益比計算に関する意見書」）



甲Ｃ３５ 資料２「石木ダムの
費用対効果分析の結果」（長崎
県 平成23年）
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（甲Ｃ３４「石木ダムの費用便益比計算に関する意見書」）



63（甲Ｃ３４「石木ダムの費用便益比計算に関する意見書」）



石木ダム事業の再評価で、石木ダムの費用便益比Ｂ／Ｃが

１を超える理由の一つは､不特定利水の便益計算において､ダ

ム完成までにその便益が発生するという非現実的な仮定を置

いていることにある。

その仮定を排除し､石木ダム完成後に不特定利水の便益が

発生するとすれば､石木ダムの費用便益比Ｂ ／Ｃは０．６６

となる。

64
（甲Ｃ３４「石木ダムの費用便益比計算に関する意見書」）


